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二
年
生
修
学
旅
行

一
月
二
十
八
日
（
火
）
～
一
月
三
十
一
日
（
金
）
、

新
潟
・
東
京
方
面
へ
三
泊
四
日
で
二
年
生
の
修
学
旅
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同
で
の
実
施
と
な
り
、

お
互
い
に
交
流
を
深
め
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

を
楽
し
み
ま
し
た
。



２０２０年（令和２年）３月２４日　発行

二
月
二
十
六
日
（
水
）
、
「
夢
を
形
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
一
年
生
は
「
夢
研
究
」
で
自
分
を
見
つ
め
、
進

路
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
後
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
を
志

す
人
と
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
研
究

と
討
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

二
年
生
は
担
任
の
先
生
と
の
面
談
を
通
し
て
自
分
の
進
路

を
確
認
し
、
進
路
に
関
わ
る
分
野
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
テ
ー
マ
を
解
決
す
る
た
め
に
研
究
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
、
特
に
優
れ
た
研
究

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
年
生

「
他
の
地
域
に
は
理
解
不
能
！
？
佐
賀
弁
の
特
徴
と
魅
力
」

「
佐
賀
県
の
財
政
と
今
後
の
発
展
に
関
す
る
研
究
」

「
保
育
士
っ
て
す
ご
い
」

「
看
護
師
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と
看
護
の
進
化
」

「
ハ
イ
テ
ク
な
学
校
へ
の
第
一
歩
」

「
音
楽
の
歴
史
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
世
界
の
歴
史
」

・
二
年
生

「
旅
」

「
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
と
は
」

「
赤
ち
ゃ
ん
の
性
格
と
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
」

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
は
実
は
あ
た
り
ま
え
で
は
な
い
～
話

す
・
聞
く
の
仕
組
み
～
」

「
頼
り
に
さ
れ
る
看
護
師
・
助
産
師
と
は
？
」

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
」

「
色
に
よ
る
効
果
」

「
夢
を
形
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
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第
七
十
二
回
卒
業
証
書
授
与
式

三
月
一
日
（
日
）
午
前
、
第
七
十

二
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

来
賓
の
祝
辞
、
在
校
生
代
表
の
送

辞
を
受
け
、
卒
業
生
代
表
が

「
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
今
ま
で
私
た

ち
を
支
え
て
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
白
高
祭
で
は
、
私

た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
、
部
活
動
で

は
、
練
習
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

く
れ
た
り
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
、
い
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
日
で
こ

の
高
校
を
卒
業
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
皆
さ
ん
の
力
で
新
し
い
白
石

高
校
を
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

そ
し
て
佐
賀
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
高

校
に
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
と
過
ご

し
た
日
々
は
、
大
切
な
思
い
出
の
一

つ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
私
た
ち
は
、
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向

か
っ
て
一
歩
一
歩
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
で
長
い
伝
統
と
歴
史

あ
る
白
石
高
校
を
卒
業
で
き
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
」
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
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佐
賀
県
立
白
石
高
等
学
校
閉
校
式

三
月
一
日
（
日
）
午
後
、
佐
賀
県

立
白
石
高
等
学
校
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、
卒
業
生
代

表
が
「
三
年
間
の
高
校
生
活
を
終
え
、

本
日
、
卒
業
を
迎
え
た
私
た
ち
と
共

に
、
佐
賀
県
立
白
石
高
等
学
校
も
一

つ
の
時
代
の
幕
を
閉
じ
ま
す
。
一
九

一
七
年
よ
り
、
百
年
以
上
に
渡
り
受

け
継
が
れ
て
き
た
学
び
の
場
は
、
今
、

新
た
な
物
語
へ
、
扉
を
開
か
ん
と
し

て
い
ま
す
。
白
石
高
等
学
校
で
培
っ

た
心
と
体
を
以
て
、
新
た
な
、
魅
力

溢
れ
る
問
い
に
挑
ん
で
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
在
校
生
代
表
が
「
先
輩

方
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
私
た
ち
も
ま
た
、
実
り

あ
る
高
校
生
活
を
、
創
造
し
て
い
き

ま
す
。
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ
、

佐
賀
県
立
白
石
高
等
学
校
の
校
旗
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。


